
コリホル
だい27しょう

コリホルという人
ひと

が，ゼラヘムラにやって来
き

ました。コリホル

は，イエス・キリストをしんじず，よげんしゃがすくいぬし

について話
はな

すことは，うそだと教
おし

えました。（アルマ30：6，

12－14）

コリホルは，アンモンのたみにも同
おな

じことを教
おし

えました。しかし，

アンモンのたみは聞
き

こうとはしません。コリホルをしばって，アン

モンのところへつれて行
い

きました。アンモンは，コリホルをジェル

ションの地
ち

からおい出
だ

しました。（アルマ30：19－21）

コリホルは，ギデオンの地
ち

へ行
い

きましたが，そこの人
ひと

びとも，コ

リホルの教
おし

えには耳
みみ

をかしませんでした。大
だい

さばきつかさは，コリ

ホルをアルマに引
ひ

きわたしました。（アルマ30：21，29）

コリホルは言
い

いました。「人
ひと

はしんだらそれでおわりだ。だから，

つみをおかしても，ばっせられることはない。」たくさんの人
ひと

がコ

リホルの話
はなし

をしんじ，わるい行
おこな

いをするようになりました。（アル

マ30：17－18）

コリホルは，イエスがこの地上
ちじょう

に来
き

て，自分
じ ぶ ん

たちのつみのために

くるしまれるなどとしんじるのは，ばかげていると言
い

いました。

（アルマ30：16）
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アルマがコリホルに，「神
かみ

をしんじるか」と聞
き

くと，コリホルは

しんじないと答
こた

えました。そこでアルマはあかししました。「わた

しは神
かみ

がいらっしゃることも，キリストがおいでになることも知
し

っ

ている。」（アルマ30：37－39）

するとコリホルは言
い

いました。「それなら神
かみ

がいるしょうこに，

きせきを行
おこな

え。神
かみ

に力
ちから

があるしるしを見
み

たなら，しんじよう。」（ア

ルマ30：43）

アルマは言
い

いました。「あなたはすでに数
かず

かずのしるしを見
み

てい

るではないか。せいぶんも，すべてのよげんしゃのあかしもある。」

（アルマ30：44）

「大地
だ い ち

も，その上
うえ

にあるすべてのものも，大地
だ い ち

のうんどうも，み

な神
かみ

がいらっしゃるしるしではないか。」（アルマ30：44）

それでもコリホルは，神
かみ

をしんじようとしません。アルマは，コ

リホルがかたくななのをかなしく思
おも

い，みもれいもほろびることに

なるぞとけいこくしました。（アルマ30：45－46）

それでもまだコリホルは，神
かみ

がいるしるしを見
み

せろと言
い

いはりま

した。そこでアルマは言
い

いました。「あなたはものが言
い

えなくなる。

それが神
かみ

のしるしだ。」（アルマ30：48－49）
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アルマがこのように言
い

うと，コリホルは口
こう

がきけなくなってしま

いました。（アルマ30：50）

コリホルは，文字
も じ

に書
か

いて言
い

いました。「このしるしを下
くだ

された

のは神
かみ

だ。本当
ほんとう

は前
まえ

から神
かみ

がおられることは知
し

っていた。」そして，

のろいがとりさられるようにいのってほしいと，アルマにたのみま

した。（アルマ30：52，54）

しかし，アルマは，コリホルがまた，人
ひと

びとをまどわすことが分
わ

かっていたので，「もういちど話
はな

せるようになるかどうかは主
しゅ

がお

きめになることだ」と言
い

いました。（アルマ30：55）

主
しゅ

は，コリホルが口
くち

がきけるようにはされませんでした。コリホ

ルは，しかたなく，家
いえ

から家
いえ

へと，食
た

べものをもらって歩
ある

くように

なりました。（アルマ30：56）

コリホルは，ゾーラム人
じん

のところへ行
い

き，そこでものごいをして

いる時
とき

に，つきたおされて，ふみつけられてしんでしまいました。

（アルマ30：59）

大
だい

さばきつかさは，ぜんこくにふれを出
だ

して，コリホルのみにお

こったことを知
し

らせました。そして，コリホルをしんじたものに，

くいあらためるように言
い

いました。人
ひと

びとはくいあらためました。

（アルマ30：57－58）




